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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
























































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 






 本研究や、その背景となる PASS-Node では、XML 文書の送信先（サーバ）における処
理のボトルネックを、ネットワーク中に配置される中継ノードへの前処理のオフロードに
より低減でき、スループット等のサービスの向上が見込める。本研究ではオフロード効果
の議論も行っている。本論文においては、本研究から得られた知見等の一般性として XML
文書処理以外への適用期待も主張しており、一定の有用性が認められる。 
 公聴会においては、本論文に対して、クライアントからの処理のオフロードの場合にも
意味のある共通処理があると思うか、オフロードによる最悪処理時間の削減と最良処理時
間の増加という結果はユーザ視点で常に有難いのか、バッファ性能の改善がトータルの処
理時間に占める割合が小さい点はそれで構わないのか、などについて質問がなされたが、
いずれも著者から満足な回答が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
